
 

 令和３年３月末に、中央消防署のはしご車が更新されました。新しいはしご車は、

長さ３０メートルで以前と変わらないものの、梯子の先端が屈折したり、バスケット

に人がいなくても放水ができたりする機能が増えました。また、以前に比べて半分の

時間ではしご車の準備ができるようになりました。 

 火災時などに、高層階に取り残された人の救出や、高所からの放水活動や警戒活動

を行います。 

 

   

 

 


